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令和７年１１月 

News Release 

       

   県下商工会と一体となり 

小規模企業の支援を行っています  

【令和７年１０月期 小規模企業景気動向調査報告書】                       

本会では、県下商工会地区内小規模企業の景気を把握するため、商工会の経営指導員に協力依

頼し、小規模企業景気動向調査を毎月実施しています。 

このたび令和７年１０月期の調査結果がまとまりましたので報告します。 

 

１ 調 査 概 要 

（１）調 査 時 点 令和７年 10 月 31 日 

（２）調 査 対 象 県下 35 商工会（うち 35 商工会より回答）【回収率 100％】 

（３）調査対象業種 製造業（食料品・繊維工業・機械金属）、建設業、小売業（衣料品・ 

          食料品・耐久消費財）、サービス業（旅館・洗濯・理美容）の 10 業種 

（４）調 査 方 法 商工会の経営指導員に対するアンケート方式 

（５）集 計 方 法 質問項目(業況､売上､仕入単価､採算､資金繰り)の｢好転･増加･上昇｣ 

         とする数値からそれぞれ「悪化・減少・低下」とする数値を引いた値 

２ 概 要 （トピックス）  

【物価高騰や人手不足が全業種に影響しているものの、サービス業では需要回復が進み、

全体の業況は５期連続で改善した】 

産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は-16.2（前月-16.9、前年同月—19.3）で、

前月比 0.7pt 好転した。最低賃金引上げや物価・エネルギーコストの高騰、人手不足が全業種

に影響している。業種ごとに明暗が分かれ、建設業・小売業は悪化、製造業は横ばいにとどま

る一方、サービス業では大幅に改善し、全体としては５期連続で業況が改善した。 

【製造業】 

業況は-21.0（前月-21.0、前年同月-15.7）と前月比変動なしであった。原材料やエネルギーコ

スト高騰が収益を圧迫し、価格転嫁の必要性が高まっている。繊維工業では人手不足が深刻

化、機械金属業では突発的案件増で多忙なものの、長期的な受注は停滞している。 

【建設業】 

業況は-11.4（前月-5.7、前年同月-23.5）と前月に比べ 5.7pt 悪化した。物価高騰の影響によ

り工事着手を見送る動きが増え売上減少に至るケースがあった。加えて職人不足や仕入価格

上昇により値上げに踏み切る事業者も見られ、ドローン活用等の新たな取組みも進んでいる。 

【小売業】  

業況は-25.7（前月-23.8、前年同月-25.5）と前月に比べ 1.9pt 悪化した。衣料品は低調な推

移が続いているものの、急な冷え込みにより売上が増加した。最低賃金引上げや人手不足、

問屋の廃業で仕入れ困難が続き、家電分野では買い控え傾向が強まり厳しい業況である。 

【サービス業】  

業況は-6.7（前月-17.1、前年同月-12.7）と前月に比べ 10.4pt 好転した。高級旅館への旅行

需要やインバウンド消費は好調で洗濯業も需要回復が見られる。業種全体で回復傾向にある。 

 

３ 本調査に関する問合せ 静岡県商工会連合会  産業振興課℡054-255-9811〔担当：増田・片平〕 
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＜経営指導員コメント抜粋＞  
【製造業】（食料品製造業・繊維工業・機械金属業）  

・原材料やエネルギーコストの高騰が続き、収益を圧迫しており、さらなる価格転嫁の検討

が不可欠な状況となっている。（伊豆） 

・機械金属業では大手自動車メーカー事業縮小の影響について声が減少している。（富士駿東） 

・食料品製造業では原材料等の高騰に伴い経費が増加している。（中部） 

・繊維工業では従業員確保と人材育成に苦慮し、マンパワー不足から生産が伸び悩み受注も

難しい状況にある一方、営業力強化に向けスタッフの増員計画が進められている。（中東遠） 

・機械金属業では突発的案件の増加で多忙である一方、長期的な受注は停滞している。（西遠） 

【建設業】  

・物価高騰の影響により工事・修繕等への着手を見送る動きが増加し、その結果予定工事が

無くなり、売上減少に至った事業者も見られている。（伊豆） 

・関東エリアで大規模建築物（橋梁、高層建築等）の専門工事を請け負う事業者は多忙で、

社員を長期派遣するとともに、外国人技能実習生や特定技能者も活躍している。（富士駿東） 

・内装業では物価高騰によりクロス等の仕入価格が上昇する中、値上げを据え置いてきたも

のの、限界に達し値上げに踏み切る事業者がみられた。（中部） 

・職人不足により多忙な状況が続く一方、受注単価は伸び悩んでいる。（中東遠） 

・総合建設業では調査や点検作業等へのドローン活用を検討する事業者がみられる。（西遠） 

【小売業】（衣料品小売業・食料品小売業・耐久消費財小売業）  

・衣料品では低調な状況が続いているものの、急な冷え込みにより売上が増加した。（伊豆） 

・最低賃金引上げを不安視する声が聞かれ、人手不足も重なり経営環境は厳しい。（富士駿東） 

・耐久消費財では問屋の廃業が増加しており、従来通りの仕入れが困難な状況である。（中部） 

・食料品では近隣への大手スーパー出店の影響を受けて売上が低下しており、今後の事業展

開に不安がみられる。（中東遠） 

・耐久消費財では家電小売において、白物家電の当月の売れ行き低調で、年末シーズンに向

けて買い控えの動きが起きている状況である。（西遠） 

【サービス業】（旅館業・洗濯業・理美容業）  

・高級旅館への旅行需要が高まっており、メリハリ消費へとシフトしている印象である。ま

た地域消費者の消費意欲は抑制傾向にあるものの、インバウンドを含む旅行関連の満足度

を高める消費は好調である。（伊豆） 

・旅館業では昨年と比べて好調であり、業界全体としても良好な水準にある。（富士駿東） 

・洗濯業では需要回復により、ユニフォーム等の洗濯依頼が増加傾向にある。（中部） 

・理美容業は安定傾向にある。（中東遠） 

・理美容業では当月に再度の値上げを実施したことから、客離れや来店間隔の長期化に対し 

 て不安がみられるものの、利益確保に向けた姿勢が見受けられた。（西遠） 

 

R6.10 R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3 R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10

DI値（製造業） -15.7 -19.6 -17.6 -21.5 -12.7 -20.5 -30.5 -33.3 -35.2 -29.5 -20.9 -21.0 -21.0

DI値（建設業） -23.5 -20.6 -20.6 -23.5 -17.7 -14.7 -28.6 -28.6 -28.6 -20.1 -17.1 -5.7 -11.4

DI値（小売業） -25.5 -28.5 -28.4 -33.4 -22.5 -33.3 -39.1 -39.1 -35.2 -36.2 -27.6 -23.8 -25.7

DI値（サービス業） -12.7 -4.8 -3.9 -2.9 -7.9 -11.8 -17.2 -27.6 -23.8 -24.8 -8.6 -17.1 -6.7

DI値（全業種平均） -19.3 -18.4 -17.6 -20.3 -15.2 -20.1 -28.8 -32.2 -30.7 -27.6 -18.5 -16.9 -16.2
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＜令和 7 年 10 月期 業種別業況 DI 推移表＞
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金融・雇用相談実績月次報告（令和７年１０月期） 
内容別内訳 

(※１件の相談で複数の対応をした場合はそれぞれにカウント) 
今月 前月 前月比 

【相談企業数】 74 72 2 

【金融相談件数】 85 78 7 

 新規融資（借換えを除く） 52 51 1 

 既存債務の借換え 22 22 0 

 借入れ条件変更 4 0 4 

 消費者金融・商工ロ－ン関連 1 0 1 

 貸し渋り・貸し剥がし 0 0 0 

 その他 6 5 1 

【雇用相談件数】 214 185 29 

 

 

 

 

R6.10 R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3 R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10

相談企業 80 81 67 69 68 78 89 70 79 88 73 72 74
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【金融相談】 

金融相談件数は 85 件と前月（78 件）に比べ７件増加した。新型コロナ関連融資の返済開始や材

料費高騰等で資金繰りは依然として厳しく、マル経融資や一時貸付金等の活用支援を行っている。 

＜経営指導員コメント＞  

・新型コロナ関連融資の返済が開始されたが、当地域の業態は下請け企業が多く、材料費上

昇等の経費増加分を販売価格に転嫁できず、資金繰りは依然として厳しい。（伊豆） 

・融資実行後も資金繰り表の作成等により経営改善の支援を行っている。（富士駿東） 

・運転資金及び設備資金について相談があり、マル経融資の推薦を行った。（中部） 

・運転資金捻出に向けた手段について相談があり、経営セーフティ共済の一時貸付金制度や

マル経融資等の制度説明を行った。（中東遠） 

・物価高騰の影響により、運転資金借入に関する相談が増加傾向にある。（西遠） 

 

【雇用相談】 

雇用相談件数は、214 件と前月（185 件）に比べ 29 件増加した。人手不足の影響が顕著で、優秀

人材の獲得競争が激化し、最低賃金改定への対応や助成金活用に関する相談等も増加している。 

＜経営指導員コメント＞  

・宿泊業において、短期間での離職や突発的な退職等が発生している。（伊豆） 

・最低賃金の改定への対応として、「賃上げ」支援助成金パッケージや働き方改革推進支援セ

ンターの案内、業務改善助成金の紹介等により、賃上げ支援を強化している。（富士駿東） 

・事業所の廃業に伴い、失業給付に関する問い合わせが多くあった。（中部） 

・賃上げの実施や関連する助成金等について相談があった。（中東遠） 

・人手不足の影響が顕著で、優秀な人材の獲得競争が激化している。また採用や外国人雇用

に関して社会保険労務士への相談も増加している。（西遠） 

 

【その他商工会管内に関するコメント】  

・10/26（日）に「第 10 回河津フラワートライアスロン」が開催され、個人・リレー合わせ 

 て約 300 名が参加した。商工会では「わさび肉まん」の販売や女性部によるボランティア 

 協力を行い、宿泊を伴ったことから町内観光関連施設への経済効果があった。（河津町） 

・10/4（土）にバイク愛好家が集まるイベント「Save Japan Touring2025」が石廊崎オーシ 

 ャンパークで開催された。当日は雨天となったが全国から約 350 名が参加した。（南伊豆町） 

・10/4（土）に川の駅「伊豆ゲートウェイ函南」にて「第 36 回かんなみ猫おどり」が開催さ 

 れ、商工会青年部、女性部が協力を行った。（函南町） 

・10/25（土）に町内回遊イベント「おやまレトロ散歩」が開催された。雨天であったが今年 

 は開催エリアの道路を歩行者天国としたで安全に、多くの来場者で賑わった。（小山町） 

・10/19（日）に「第 18 回由比街道まつり」が開催され、由比本陣及び周辺道路を会場に仮 

 想大名行列や太鼓、模擬店等が並び、地区内外から 1 万人の来場者が訪れた。（静岡市清水） 

・10/11（土）から 11/9（日）まで、商工会の会員事業所を対象店舗にした「わくわく うレ 

 シートまつり」を開催している。（川根本町） 

・10/25（土）に「御前崎ハロウィンパーティー2025」を開催し、25 店舗の商工会員及び関係 

 団体が出店し、約 1,700 人が来場した。（御前崎市） 

・10/25（土）～10/26（日）に「第 25 回遠州横須賀街道ちっちゃな文化展 うまいもん市」 

 を実施した。（掛川みなみ） 

・10/26（日）に商工会が主催する「第 30 回新居町産業まつり あらいじゃん」を開催した。

新居の関所を中心に、各個店や周辺の歴史的建造物を巡るイベントであり、雨にもかかわら

ず多くの来場者で賑わった。（新居町） 


